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論 文 内 容 の 要 旨

1. 高血圧患者血清中 の昇杜物質の検出およびその A T P 分解能について

高血圧の頁の原因は, 心

服管 A T P - A T Pase 系の

障害であることは, 前川に

より立論 され, かつ, 高血

圧患者血清は, 酸性領域に

おいて A T P 分解能の増大

が認められ, また, 犬腎よ

ら, 酸性に至適 pH を有す

る昇圧性 A T Pase が分離

きれた｡ これらのことか ら,

著 者は, 高血圧患者血清中

に A T Pase と密接な関係

を もつ昇圧物質の存在する

･ことを推察し, これを検出

すべ く実験を行なった｡

高血圧患者血清 20 ない

し 70cc に, アル ミナゲル

吸着法を運用 し, 表 1 のご

とき方法で S,C,K および

SD の各分割 を得, 2 ない
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し3kg の幼犬に静注 して血圧反応を検するに, 蓑2 のごとく, 昇圧性は S および C 分割, なかんずく,

S 分割において最 も著明かつ高頻度に認められる｡ 一方, 正常血圧者 5 例 の S 分割について検するに, 1

例を除 き他は, 降圧性または無変イヒである｡ したがって, この年劉中の昇圧物質は, 高血圧の成因に重賞

な意義を有するものと思われるO

昇圧性を示 した S および C 分割は, その大部分において酸性蘭域に A T P 分解能を認められたo この一

ことは, 昇圧性腎 A T Pase が酸性の至適 pH を有することと相まって, 酸性 A T Pase が昇圧に関係 して

いることを示唆する｡

C 分割中の昇圧物質 は非透析性であるが, S 分割は透析によって昇圧性に変化を認めることがあるので,

その昇圧物質は単一のものではないか も知れない｡

また, アルミナゲルに対する吸着溶離の態度から, 血瀞 平の降圧物質は昇圧物質より容易に吸着 される

ように思われる｡

2. 人血祭または血清よりの昇圧性ならびに降圧性分割の分離

上記の方法に改良を加え, 硫安塩析法をアル ミナゲル吸着法 と併用 して, 外圧性および降圧性分割を分

離することを企図 し, 10 ないし30cc の人血梁または血清より表 3 の如き方法で R ,A , B , G の各分割を
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得た｡ 各分割は蒸湛水にて透析の後, R および A 分割はアラビアゴム法で, ある程度まで濃縮 し, 2 ない

し 4K g の幼犬に静注 して血圧反応をみると, 表 4 および 5 のごとく, A 分割は高血圧, 正常血圧者 とも

同様な昇圧性を示すが, R 分割に著明な昇圧性を有するものは高血圧者に多い. これらの昇圧作用は, 血

圧反応の態度および透析性により他の野知昇圧物質 と区別し得るO

この両分割で, 昇圧作用を有るものはしからざるものに比 し, より多くの A TP 分解能を有 し, 特に,

酸性蘭域において優位を示すことは昇圧性腎 A TPase の活性曲線 と類似し, また, 高血圧患者血清の酸性

領域におけるA TP 分解能の増加とも符合し, これらの昇圧作用と酸性 ATPase との関連を示唆する｡

B および G 分割は, いずれ も降圧性で, 特に, G 分割において著明である｡ これらの分割にはATP 分

解能をほとんど認めないが, その降圧作用は 7) ンゲル液で透析 して も変化を受けず, 熱除蛋白により消失

することか ら, 蛋白一 恐 らくγ グロブ.) ンに属するもの- の作用と考えられるO
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本態性高血圧症患者の血梁から, その原因分質たる昇圧物質を抽出することは非常に困難 とされている｡ ､

著者は, 1 の論文で, 高血圧患者 24 例の血清にアルミナゲル吸着法を用い, 昇圧性の S および C 分割 と

降圧性の K 分割を得, 昇圧性は S 分割にとくにいちじるしい｡ また, 昇性圧を示 したものは大部分酸性

額域において A T P 分解能を認めた｡ 正常血圧者 5例の S 分割は, 1例を除き昇圧性を認められない｡

2 の論文で高血圧 27 例, 正常血圧 17 例の血祭または血清にアルミナゲル吸着法 と硫安塩析法を併用 し,ヤ

4 分割を得, その中 A 分割は, 高血圧, 正常血圧 とも同様な昇圧性を有するが, R 分割に昇圧性を示す も

のは高血圧者に多い｡ これらの中, 昇圧性のものは然らざるものに比 L A T P 分解能多く, かつ, 酸性街

域で優位を示す｡ B および G 分割は常に降圧性で,γグロブリンに属する蛋白の作用と考えられる｡

このように, 本研究は, 現在原因不明といほれている本態性高血圧症の病因を明らかにすることに対 し

て多大の貢献をなしたるものである｡ したがって, 本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと鼠

定する｡
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